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要     旨 

【緒言】インフルエンザウイルスは特に冬期に流行する市中肺炎の原因として重要であり、二次性の細

菌感染により致死的となることがある。また、肺炎球菌は市中肺炎の原因菌として最も高頻度であり、

致死率の減少には早期に検出し、早期に抗生剤による治療を行うことが重要である。肺炎球菌はインフ

ルエンザウイルス感染に同時あるいは続発性に感染しやすいことが知られており、肺炎の重篤化や致死

率の増加が認められる。肺炎球菌感染の同定には尿中抗原検査が有用であるが、同定には感染より数日

を要し、またその感度は 70-80%とされている。肺炎の検出には画像診断が有用であり、新型インフル

エンザウイルス肺炎と肺炎球菌性肺炎の画像所見の報告はあるが、季節性インフルエンザウイルス肺炎

の CT 所見のまとまった報告は、ほとんどない。また、過去に季節性インフルエンザウイルス肺炎と肺

炎球菌性肺炎の画像所見を比較検討した報告もない。本研究では、季節性インフルエンザウイルス肺炎

と肺炎球菌性肺炎の高分解能 CT 所見の比較検討を行った。                    
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【研究対象及び方法】対象は 2007 年 1 月～2012 年 9 月までに、季節性インフルエンザウイルス感染と

診断された患者 482 症例のうち、肺炎と診断され高分解能 CT を撮像された 31 症例 (A 型 29 症例、

B 型 2 症例)、及び肺炎球菌性肺炎と診断された患者 276 症例のうち、混合感染を除外され高分解能 CT

を施行された 71 症例で評価を行った。画像評価項目は、すりガラス影、気管支壁肥厚、crazy-paving 

appearance、小葉中心性粒状影、小葉間隔壁肥厚、浸潤影、空洞、粘液栓、胸水、肺門/縦隔リンパ節

腫脹であり、CT 所見の出現頻度及び分布について比較検討した。                     

                                              

【結果及び考察】インフルエンザウイルス肺炎は全例が市中肺炎であった。一方、肺炎球菌性肺炎は、

71 症例のうち 20 症例 (28.2%) に院内肺炎が認められた。                     

高分解能 CT 所見については、インフルエンザウイルス肺炎は、肺炎球菌性肺炎と比較して、すりガラ

ス影 (p=0.001)、crazy-paving appearance (p=0.03)の頻度が高く、肺炎球菌性肺炎では、浸潤影 (p＜

0.001)、粘液栓 (p＜0.001)、小葉中心性結節 (p=0.04)、胸水 (p=0.003) が高頻度で認められた。       

インフルエンザウイルス肺炎では病理学的には diffuse alveolar damage (DAD) の所見を呈すること、

一方、肺炎球菌性肺炎では肺胞性肺炎の所見を呈することが、画像所見に反映されいてると考えられた。     

                                              

【結語】季節性インフルエンザウイルス肺炎と肺炎球菌性肺炎の CT 所見の比較で、季節性インフルエ

ンザウイルス肺炎ではすりガラス影、crazy-paving appearance、肺炎球菌性肺炎では、浸潤影、粘液

栓、小葉中心性粒状影、胸水といった所見が高頻度に認められた。特に、浸潤影や粘液栓の所見は、季

節性インフルエンザウイルス肺炎に合併あるいは続発性の肺炎球菌性肺炎を疑う上で有用となりうる

所見と考えられた。                                     

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


